
















































































































































































































表1 高齢者と地域参加型 (%) 地域社会に関与している高齢者は非常に多い。ま
町会 町会 近隣 地域 ず、これら4つの地域参加型に影響する要因と考え
近隣 加入 交際 疎遠 られる基本的属性から、それぞれのタイプの特徴
41.3 23.9 17.0 17.8 を検討してみよう(表1)。
年齢 ~64歳 39.3 25.3 16.2 19. 1 町会・近隣型 町会・近隣型は、町内会・自治会
* 7~06歳9歳~ 39.6 25. 7 17.7 16.9 45.9 19.8 17.1 17.2 に加入するとともに、近所の人との日常的な接触
性別 男性 34. 8 32.0 11. 9 21. 2 も行なっているタイプであり、全体の41%をしめる* 女性 47. 1 16.6 21. 5 14.8 健康状態非常に健康 41. 0 26. 2 15.3 17.6 多数派である。
* 無理きかぬ 42.5 23. 4 17.5 16.6 病持気家 ・臥床 37.0 22.6 17.3 23. 1 この町会・近隣型は居住年数が長くなれば確実
住居 43. 1 25.1 15.4 16.4 に増大する傾向がある。 10年未満の居住歴では泊施* 借家 35.8 19.2 22.4 22.5 居住年数 10年未満 28.1 24.5 20. 3 27.2 にとどまる町会・近隣型は、特に20年以上の居住歴
牢* 20年未満 36.1 29.2 16.2 18.5 
50年未 45.4 2. 9 16. 4 15.3 になると約2倍の45見-48%にはねあがっている。主
3守護事
48. 1 2. 5 15.2 14.2 壁では初等教育(小学校・中学校卒)が多く 49%に49.0 18. 1 20. 2 12.7 
41. 9 23. 7 17.4 17.0 達し、中等教育(高等学校卒)が42%でこれに次い
27.9 34.5 10.6 27.0 
現在の職 高自営等教業 47. 1 23.8 16. 1 12.9 でいるが、高等教育(大学卒)は28おにとどまり、
業*牢 経営・管理 31. 3 34.3 9. 6 24.8 これらに比べてかなり少ない。
雇無職用者 36.0 24. 5 18.8 20. 6 43.7 21. 1 18.3 16.9 居住年数や学歴は職業に関係が強いと思われる
就労日数 5日以上 37. 1 27.2 15.9 19.9 
が、現在の職業では、町会・近隣型は、自営業(開本* 3~4 日 43.9 25.4 15.0 15.8 
1~2 日 42.0 23. 1 17.2 17.8 業医・僧侶等の自由業を含む、 47%)、無職 (44%、そ
5職0業歳*時本の 自営業 48.6 20. 5 18.4 12.4 
経営・管理 30. 1 34.6 9.3 26.0 の70先は女性)に多く、経営者・管理職 (31先)、雇
ホワイトカラー 29.1 33.0 14. 7 23.1 
用者(正規社員、パート・嘱託・アルバイト・臨1Jvーカラー 37.5 25.4 16.2 20.9 
パ卜等 50.0 16.8 21. 8 1. 4 時雇・内職、 36児)に少なくなっていて、地域社会無職 47.2 16.8 20.9 15圃4
I従業員規 1-29人 45.0 22.0 18. 1 14.8 と関係が強い職業が背景にあることを伺がわせて
模** 29~299 36. 3 25. 7 17.9 20.1 いる。もっとも、就労形態もさることながら、就300~ 28. 9 32.5 11. 5 27.2 
官公庁 36.8 33.2 8. 3 21. 7 労日数の多寡が、地域社会とのつながりに直接に
職配偶業者*の 自営 48. 7 21. 9 17.5 12.0 * 経営・管理 47.7 2. 7 13.0 16.7 影響するとも考えられる。実際、就労日数が5日以
社員 42. 2 29. 7 19.5 8.6 上 (37お)よりも1-2日 (42先)・3-4日 (44児)の高ノ守一ト 39. 2 28. 2 15.5 17.0 
無職 39. 4 23.6 17.4 19.7 齢者や無職 (44先)の高齢者の方に、町会・近隣型
階層帰属上・中止 39.0 29. 3 12.1 19.5 
意識** 中 43.2 23. 6 16.9 16.4 がやや多くなっている。配偶者の現在の職業でも、
下・下 40.4 2. 9 18.1 18.6 自営業 (49%)や経営者・管理職(48見)が雇用者(正世帯収入 400万未未満 42.5 20. 9 19.8 16.7 * * 800万 42.7 26. 4 14.5 16.3 規社員42見、パート等泊施)よりもやや多くなってい
800万以上 39. 3 28. 0 12. 0 20. 7 
家族形態独居 36.2 15.0 26. 3 22.5 る。
* 夫婦のみ 41. 2 26.2 14.9 17.7 過去 (50歳の時)の職業(以下単に過去の職業と夫婦子供 42.3 27.8 13.2 16.7 
基卒孟基 43.4 21. 6 18.6 16.4 いう時は、50歳の時の職業をいう)でみても、町会・

































































































































































































































































表2 地域参加型と社会活動 (%) 
全体 町会近隣 町会加入 近隣交際 地域疎遠
老ラ加入役員 5.9 10.8 3.0 2.8 1.2 
人ブ加入のみ 13.2 19.7 11.0 9.5 4.4 
ク本本非加入 75.8 65.1 82.8 79.7 87.5 
団 地域・娯楽 本 20.8 31.4 14.6 16.1 9.1 
体 スポーツ 本木 9.5 13.4 7.5 6.8 5.5 
加 教養 * 6.2 8.0 6.2 5.0 3.2 入 社会奉仕 牢本 8.9 14.8 6.4 4.1 2.8 
職業・娯楽 本 20.0 23.7 19.8 17.0 14.5 
スポツ 本 7.6 7.6 9.4 5.1 7.6 
教養 牢本 4.8 5.9 5.4 3.5 2.7 
社会奉仕 本木 5.2 7.9 4.4 3.3 1.7 
自主・娯楽 本木 20.9 26.7 18.2 18.8 13.3 
スポツ 本 8.6 9.6 8.7 8.6 6.1 
教養 6.1 6.7 6.9 5.5 4.4 
社会奉仕 ヰ 5.7 8.2 5.3 4.0 2.3 
団 全面不参加 46.9 36.8 48.0 53.7 62.1 
体 二領域加入 30.0 39.9 27.2 23.5 16.8 
本牢 一領域加入 23.2 23.4 24.8 22.8 21.1 
余 趣味 本 66.8 71.5 67.8 61.8 59.3 
H院 ゲム 本牢 19.9 18.4 22.0 18.3 21.9 
活 スポツ ヰ 30.0 32.2 32.1 25.1 26.6 
動 飲酒 本 21.7 19.7 25.3 16.9 26.2 
図書館 本牢 17.6 17.0 19.6 14.3 17.2 
定 文化講演 本 15.0 18.7 14.6 10.7 10.7 
期 趣味教室 本木 17.3 20.0 15.9 17.6 12.8 
余 国内旅行 牢本 80.2 84.6 81.3 75.4 73.0 
H隈 海外旅行 ヰ 22.0 22.4 22.0 19.1 22.1 
活 繁華街 本 82.6 84.2 81.7 80.7 81.5 
動 観劇映画 ヰキ 57.8 61.3 55.8 56.9 53.1 
不 博物館 本 51.9 52.6 53.8 47.5 52.0 
定 4重卓少三両じ日 本 85.1 89.2 83.2 82.9 79.5 
期 スポツ 本 40.0 41.3 42.7 34.4 38.7 
ワJ失tで 別居の子 * 24.5 29.8 17.9 29.6 16.6 際 兄弟姉妹 本 9.3 11.9 5.6 12.9 5.0 
親戚 キ本 6.9 10.0 3.0 9.5 2.6 
週 親しい友 本 36.5 52.5 16.4 47.3 15.7 


























































































































73.7 74.7 68.1 
45.0 48.0 41.9 
4.6 7.5 5.0 
48.3 48.8 43.4 
10.7 12.9 10.5 
33.6 27.2 37.4 
27.2 32.5 30.5 
26.6 26.0 22.9 
























表4 地域参加型と生活意識 (%) 
全体 町会近隣 町会加入 近隣交際 地域疎遠
孫 孫の手本 本本 51.7 60.4 45.3 54.0 38.7 
若々しい 牢ヰ 49.8 57.4 44.2 51.8 38.0 
責任果たす 本牢 40.1 47.4 34.1 42.3 29.4 
よかった 本本 54.2 61.8 48.8 57.7 40.5 
家 長男の世話 * 59.8 62.6 59.3 60.3 53.1 族 長男の相続 本本 54.5 58.8 52.3 53.6 47.9 
養子 本本 18.4 21.3 16.3 16.7 16.1 
親と同居 牢* 30.2 34.7 26.1 31.4 24.0 
親の扶養 本本 55.2 59.2 51.1 58.4 48.5 
家事分担 牢宇 53.9 54.6 55.0 52.4 52.1 
モ 家族親戚満足 本本 78.6 84.3 75.2 78.9 69.5 
フ 生活に満足 牢本 76.6 80.9 73.4 74.6 72.6 
友人に満足 本* 72.7 80.7 65.3 73.8 62.7 
jレ 加齢人生悪化 本牢 15.8 13.8 16.4 17.3 18.1 
去年同じ元気 本* 56.5 58.9 56.6 53.8 53.2 
加齢役立たず 本本 37.4 37.6 35.2 38.6 38.5 





















































































イナスの反応だけが目立っている。 表5 性月IJ X 地域参加型料 「地域別」 (%) 
生活満足感・老いについての考え方等は、町会・ 町会 町会 近隣 地域
近隣型がもっとも肯定的・意欲的であり、町会加 近隣 加入 交際 疎遠
入型がこれについで肯定的・意欲的だが、町会・近 41.3 23.9 17.0 17.8 
隣型よりは薄い。近隣交際型から地域疎遠型にな 都心地域 全体 41.7 24.1 15.5 18.7 
ると、いっそう肯定的・意欲的ではなく、むしろ 男 41.1 37.0 5.5 16.4 
マイナスの反応が目についてくる。地域参加型
女 42.1 15.8 21.9 20.2 
山手地域 全体 40.9 24.1 16.1 19.0 
は、生活満足感・老いについての考え方等に関し 男 35.3 31.7 9.9 23.0 
ては、また異なる特徴を示しているといってよい 女 45.6 17.6 21.3 15.5 
であろう。 下町地域 全体 49.9 16.7 20.6 12.8 
男 48.9 23.7 12.8 14.6 
5. 地域参加型と地域文化
女 50.7 11.5 26.4 11.5 
南部地域 全体 42.7 24.6 16.1 16.7 
男 36.7 32.2 11.9 19.2 
東京23区のなかで、地域参加型は、どの地域で 女 48.9 16.5 20.6 14.0 
も同じように現れてくるのであろうか。同じ東京 西武地域 全体 31.8 26.3 17.9 24.0 
男 22.8 35.5 13.2 28.7 
23区といいながら、地域参加型は、地域によって 女 40.2 17.9 22.2 19.7 
異なって現われてくるのではないか。これは当然 北部地域 全体 42.8 26.9 15.5 14.7 
考えられるべき次の間題である。実際、地域参加 男 37.2 34.2 10.3 18.4 
型の比率は、地域によって異なっている。 女 47.6 20.7 20.0 11.6 
東京23区は、都心地域(千代田、中央、港)、山
東部地域 全体 51.3 21.6 15.5 11.5 
男 44.4 28.8 12.4 14.4 











地域疎遠型も、町会加入型と似ていて、東部(12 町会・近隣型は男性 (35%)よりも女性 (47めに多
見)と下町(13覧)に少なく、西部 (24粉、山手(19 く、近隣交際型も男性(12%)よりも女性 (22%)が
お)、都心地域(19お)にやや多い。近隣交際型は、 多いが、町会加入型は男性 (32覧)が女性(17先)よ

















































表6 学歴 × 地域参加型林 [地域別] c，) 
町会 町会 近隣 地域
近隣 加入 交際 疎遠
41.3 23.9 17.0 17.8 
都心地域 初等教育 41.1 21.4 19.6 17.9 
中等教育 46.9 22.2 16.0 14.8 
高等教育 34.7 30.6 8.2 26.5 
山手地域 初等教育 54.5 20.8 19.6 17.9 
中等教育 40.2 30.1 16.0 14.8 
高等教育 28.0 33.5 8.2 26.5 
下町地域 初等教育 51.3 13.4 25.7 9.6 
中等教育 49.7 20.0 16.0 14.3 
高等教育 44.8 23.9 11.9 19.4 
南部地域 初等教育 51.1 17.7 17.7 13.4 
中等教育 41.1 24.8 16.8 17.3 
高等教育 30.3 37.8 9.2 22.7 
西武地域 初等教育 40.1 16.7 22.3 20.9 
中等教育 35.3 24.2 19.7 20.8 
高等教育 20.1 37.4 11.7 30.9 
北部地域 初等教育 47.9 18.6 22.9 10.6 
中等教育 44.1 29.9 13.7 12.3 
高等教育 35.0 35.9 6.8 22.3 
東部地域 初等教育 53.0 20.6 17.1 9.3 
中等教育 51.1 23.0 14.2 11.7 




















表750歳時の職業 × 地域参加型林[地域別](9u 場合にせよ、地域によって異なる比率で現われて
町会 町会 近隣 地域 いる。同じ自営業、同じホワイトカラーでも、地
近隣 加入 交際 疎遠 域が異なれば、地域社会への関与の仕方は異なる
41.3 23.9 17.0 17.8 のである。しかも、それはやはり、下町と西部の
都心 自営業 42.7 21.3 13.3 22.7 コントラストのパタンを核のようにして含んでい
経営管理 32.4 35.3 8.8 23.5 る。
ホワイトカラー 45.0 25.0 20.0 10.0 階層帰属意識による分析はもはや必要はないの
7ルーカラー 53.8 23.1 23.1 
30.8 15.4 46.2 7.7 であろう。図表をあげるにとどめるが、意味する
非該当 46.9 21.9 18.8 12.5 ところは同じである(表8、図2)。
山手地域 自営業 50.6 22.1 16.9 10.4 
経営管理 23.2 30.3 10.1 36.4 表8帰属階層意識 × 地域参加型料[地域別] (%) 
ホワイトカうー 32.0 30.7 16.0 21.3 
地域1lvーカラー 40.9 21.2 19.7 18.2 町会 町会 近隣
パート 40.0 26.7 22.2 11.1 近隣 加入 交際 疎遠
非該当 49.5 17.4 15.6 17.4 41.3 23.9 17.0 17.8 
下町地域 自営業 53.7 17.5 21.5 7.3 都心地域 上・中上 36.2 23.4 8.5 31.9 
経営管理 47.8 21.7 6.5 23.9 中 44.2 29.9 13.0 13.8 
ホワイトカラー 40.0 28.9 17.8 13.3 中下・下 47.2 18.9 18.9 15.1 
1lvーカラー 43.4 18.1 19.3 19.3 山手地域 上・中上 41.2 29.4 9.8 19.6 
パート 52.9 15.7 18.6 12.9 中 41.2 23.9 18.1 16.8 
非該当 52.1 6.4 29.8 11.7 中下・下 35.5 24.0 17.5 23.0 
南部地域 白営業 45.7 23.9 18.1 12.3 下町地域 上・中上 52.2 20.9 14.9 11.9 
経営管理 38.3 34.6 6.2 21.0 中 53.1 16.7 18.7 11.5 
本ワイトカラ 29.8 29.8 16.7 23.8 中下・下 45.5 16.5 24.0 14.0 
1トカラー 42.0 25.0 16.1 17.0 南部地域 上・中上 43.9 28.8 6.1 21.2 
51.3 17.9 20.5 10.3 中 44.0 24.8 16.2 15.8 
非該当 50.0 15.4 19.2 15.4 中下・下 43.5 ~ 22.8 17.2 16.4 
西部地域 自営業 40.4 21.3 22.3 16.0 西部地域 上・中上 30.0 31.8 15.0 23.2 
経営管理 19.1 39.0 10.3 1.6 中 32.8 25.1 18.0 24.0 
ホワイトカラ 21.7 34.0 14.8 29.5 中下・下 32.1 24.0 19.4 24.6 
1lvーカラー 25.4 27.1 18.1 29.4 北部地域 上・中上 46.7 36.7 8.3 8.3 
43.1 15.7 25.5 15.7 中 46.9 27.4 13.7 11.9 
非該当 41.1 18.2 20.0 20.8 中下・下 36.2 26.1 17.6 20.2 
北部地域自営業 52.0 18.4 16.3 13.3 東部地域 上・中上 48.8 26.3 12.5 12.5 
経営管理 31.6 36.7 12.7 19.0 中 55.6 19.4 16.4 8.6 
ホワイトカラー 32.9 38.4 8.2 20.5 中下・下 50.0 23.4 14.4 12.2 
1トカラー 37.3 37.3 9.6 15.7 
52.6 15.8 26.3 5.3 
非該当 47.9 18.5 20.2 13.4 もはや繰り返すまでもないが、地域参加型は、性
東部地域自営業 56.3 19.5 14.9 9.3 別、学歴、職業などの基本的属性によってその特
経営管理 60.0 28.6 5.7 5.7 徴を形成していると考えられるが、しかし、地域
ホワイトカラー 35.1 35.1 14.3 15.6 参加型は、それだけではなく、時にはそれ以上に、
7ルーカラー 41.7 23.3 16.1 18.9 
地域の差によって、その特徴が影響される傾向が60.4 14.6 14.6 10.4 
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Elderly in central Tokyo (東京の高齢者)，Typesof community participation (地域
参加型)，Chounail句 i(町内会)，Neighbors(近隣)，Aged society (高齢社会)
高橋:大都市高齢者の地域参加型とその特質
FOUR TYPES OF COMMUNITY PARTICIPATION BY THE ELDERL Y OF 
CENTRAL TOKYO AND THEIR RESPECTIVE CHARACTERISTICS 
Yuetsu Takahashi 
Center for Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
Comprehensive Urban 5tudies. No.48， 1993， pp. 5-21 
Abstract 
21 
In this paper， we study the relation between the daily life of the elderly and th community 
in our aging society. We focus on the elderly's participation in the community， which fals 
into four categories depending on the presence [+ ] or absence [一] of two attributes: 
membership in the Chonaikai (organization of community residents) and good neighborly 
relations. We derive four types of community participation: 1) the Chokai-Kinrin-type ([ + ] 
Chonaikai， [+ ] neighbors)， 2) the Chokai-type ([ + ] Chonaikai， [一]neighbors)，3) the Kinrin-
type ([-J C加問ikai，[+ ] neighbors)， and 4) the Isolated type ([ -] Chonaikai， [一]
neighbors) . 
Analysis of the data collected in the twenty-three Central Tokyo Wards revealed the 
different characteristics of each type of elderly community participation in accordance with 
the attributes of the elderly and their social activities or social consciousness in daily life. 
It also showed that community culture greatly influences the frequency of community 
participation. This classification of community participation is expected to contribute to 
further studies of the relation between the daily life of the elderly and the community. 
